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 本発表では、ジンポー語の継起の動詞連続に焦点を当てながら、（1）の制約がこのタイプの動詞連続を

形作ることを示した。これらの制約（のいくつか）はジンポー語に個別のものではなく、動詞連続を持つ

他の言語でも報告されている。 

 

(1) 動詞連続の制約 

a. 隣接性制約：構成動詞間に統語要素を挿入することはできない 

b. 類像性制約：構成動詞の配列順序は経験順序の類像性に基づかなければならない 

c. 単一事象制約：動詞連続は単一事象を表さなければならない 

d. 意志性調和の原則：動詞連続の構成動詞は同じ意志性を持たなければならない 

e. 二重役割制約：重複する役割は単一の動詞連続に同時に生起することができない 

f. 主語共有制約：S とA は構成動詞間で共有されなければならない 

 


